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８月１９日（火）、２学期が始まりました。

夏休みは猛暑が続きましたが、水の事故など

大きな事故がなかったことに安堵しています。

３年生は高校の体験入学にたくさん参加し、

１・２年生は２学期に向けて部活動に励んで

いる様子がありました。個人で貴重な経験を

した生徒もいたようです。 

 始業式では、生徒会を代表 

して副会長の鳥居 航さんが、 

夏休み中の経験を踏まえて挨 

拶し、２学期の目標について話しました。 

 なお、鳥居 航さんと生徒会長の大内 凜さんは、

７月３０日～８月８日に、本校を代表して奥州市

中学生海外派遣研修に参加しました。この研修に

ついての報告が今から楽しみです。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ２学期は、３年生の修学旅行や１・２年生の

職業学習、生徒会役員選挙、文化祭など、大き

な行事が続きます。学習の力も伸ばしたい時。

合言葉「RESPECT～人を、物を、時間を大切に」

を心に留めて、充実した学期にしましょう。 

 

 

 ７月後半から８月に開催された東北大会や

県大会で、本校生徒は大健闘しました。 

陸上競技では、２年折笠吾心さんが東北大

会で入賞という快挙を成し遂げました。 

大舞台で最後まで戦い抜いた胆沢中生を誇

りに思います。出場者・応援の皆さん、本当に

お疲れ様でした。主な結果は以下の通りです。 

 

●東北中学校体育大会 

＜陸上＞(8/6福島) 

男子走高跳 

   折笠 吾心 

第７位 1ｍ70 

＜ソフトテニス＞(8/5仙台) 

  女子個人 阿部花暖・三浦柚花 ペア  

第１回戦１－４で富谷第二中（宮城）に惜敗 

 

●岩手県吹奏楽コンクール(7/26盛岡) 

  中学生の部 胆沢中吹奏楽部 銀賞 

  指揮：渡辺 紘子 先生 
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 「えぐね」は、日本三大散居村の地、胆沢扇状地の屋敷の北西側

に木を森のように植えて、冬の季節風から屋敷を守る防風林です。

快適な住環境を形づくり、日本の原風景を代表する景観を生み出

しています。本校が胆沢の地や人々にとってなくてはならない「え

ぐね」のような存在であり続けたいと願い、校報のタイトルにし

ています。<学校ＨＰ  https://isawachu.edumap.jp> 

 

東北大会等の結果 

２学期始業式 

２１日間の夏休みを終えて 

 

 

 



 

 

 

 ７月１６日（水）に、今年度も平間産婦人科

医院 平間 隆之 先生にご来校いただき、３年

生が、性病や妊娠中絶の問題、子宮頸がん等の

病気や、LGBTなど、心と体について知ってお

くべき大切なことを学びました。３学年ＰＴ

Ａ主催の会で、保護者の方も参加しました。 

 平間先生は、事前に生徒が書いた質問にも 

１つ１つ丁寧にお答えいただき、３年生は真

剣に、約９０分の講話を聞いていました。 

 生徒の感想を、いくつか紹介します。 

「間違った情報を正しい情報にしてくださる講演

でした。僕たちが間違った情報で相手を傷つけ

てしまわないように、どのようなことをすればよ

いかを知ることができました。（３年男子）」 

「若ければ若いほど、この話を知っていたほう

がいい。人生に関わることを丁寧に教えてもら

いました。（３年女子）」   

 なお、平間先生からご紹介いただいている、

人に相談しにくい性被害などについて、相談

できる「はまなすサポート」の連絡先は、下記

の通りです。 

 

 

 

＜教育実習が始まりました＞ 

写真左から 

佐藤千莉先生（3C所属）国語 

千田圭祐先生（２C所属）数学 

菊地元太先生（１A所属）保体 

本日、胆沢中学校の卒業生である、３名の教育

実習の先生方をお迎えしました。９月１２日（金）ま

での３週間、生徒・教職員も、実習生の先生方から

大学の話を聞いたり、設立当時の胆沢中の話を

聞いたりしながら、多くを学びたいと思います。 

どうぞよろしくお願いします。 

思春期保健学習会 

 

 

「性感染症には治らない病気があること、まった

く症状がない病気もあることなどを知ってびっく

りしたし、怖いなと思いました。（３年女子）」 

「たくさんの人が正しい知識を知り、亡くなる命

が減ってほしい。そして元気で幸せな命が生ま

れてほしい。（３年女子）」 

 

 


